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r、

と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う

　　　　　　

今
年
も
大
豊
作
で
青
空
に
高
く

　
　
　
　
　
　
　
　

積

ま
れ
た
原
料
い
も

　
・
ぺ
／
年
は
カ
ン
シ
ョ
の
大
豊
作
で
、
早
期

　

の

出
荷
で
、
黛
D
工
場
の
原
料
置
場
も

　

い
’

，
は
い
カ
ン
シ
ヨ
が
あ
．
ふ
れ
て
い
る

　
㏄
三
同
で
は
、
カ
’
シ
ヨ
を
有
利
に
販
売

　
す

る
た
め
、
共
目
販
売
の
平
均
売
を
原

　

則
に
、
寸
川
集
何
を
な
し
て
い
る
。

難
鶉
饗
譲

日

三
　
　
日

L
－
　
1
　
日

十
王
　
日

二
十
三
日

十 九六三

田

代
農
協
澱
粉
工
場
内
部
　
　
　
．
　
　
　
一

新

し
く
導
入
さ
れ
た
ノ
ー
ズ
ル
式
機
械
子
五

甘

藷
の
篇
に
璽
提
鷺
の
霧
毒
も
歩
留
り
旦

増
加

と
藷
の
纏
を
図
る
こ
と
か
ら
・
近
代
的
設
備
を
三
七
日

誇
る
x
－
ズ
ル
（
遠
心
分
離
機
）
を
設
置
し
た
・
百
の
三
±
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

l

ギ
　
～
烏
乃
r
弓

灯
台
記
念
日

文
化
の
口

明
治
神
宮
祭

世
界
平
和
記
念
日

七
　
五
　
三

動
労
感
謝
の
日

主
　
与
　
行
　
事

　

日
　
田
代
町
大
運
動
会

　

日
　
防
火
、
営
農
審
査

　

日
　
戦
病
者
、
戦
死
者
、
援
護

　
　
　
法
改
正
説
明
会
、
農
村
文

　
　
　

化
祭

一

日
　
東
京
大
学
、
糸
川
教
授
講

　
　
　
演
会
な
ら
び
に
映
画
会

　

日
戸
籍
、
住
民
登
録
協
議
会

　
　
　

特
別
交
付
税
検
収

・
ソ
シ
m
　
｛
S
）
　
v
〈
リ
込
み
能
力
は
1
1
万
貫
七
五
〇
〇
〇
㎏
）
三
＋
三
，

で
今

後
の
カ
ソ
ζ
作
り
に
大
窪
期
待
が
も
た
れ
・
二

れ
で
農
村
工
業
と
し
て
の
役
割
を
十
分
発
揮
で
き
る
。

自
衛
隊
演
芸
会

衆
議
院
議
員
選
挙
投
票
日

田
代
高
校
．
バ
ザ
ー
展
一
ポ
ふ
云
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衆
議
院
議
員
総
選
挙

　
　
　
　
最

高

裁

判

官
国
民
審
査

　
十
1
月
二
十
一
日
全
国
一
斉
実
施
ー

人
る
十
月
二
十
三
日
炉
、
議
玩
は
解
散
さ

れ

ま
し
た
が
、
之
に
佳
う
遠
挙
は
人
る

十
一
月
二
寸
，
日
乍
則
七
時
か
ら
亡
国

l　
’
t
－
に
工
間
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
選
挙
に
つ
い
て
は
冗
に
皆
様
充
分

御
．
ポ
知
の
こ
と
と
考
え
ま
す
が
、
今
回

の
衆

議
員
選
与
に
は
持
例
法
が
出
て
、

通
常
の
逢
乍
と
八
の
占
、
か
一
瑞
変
っ
て

い
ま
す
の
で
、
充
分
御
注
意
下
さ
い
。

①
技
白
小
時
間
か
午
前
七
時
か
ら
、
午
後

　
六
時
ま
で
と
な
っ
て
い
た
の
が
、
㌃

　
後
八
時

ま
で
二
川
間
重
L
さ
れ
ま
し

　
た
。
（
本
間
、
の
場
合
蘂
六
わ
苧
所
（
内

　

ノ
改
〉
は
一
時
間
翔
、
ヒ
げ
て
－
後
し

　
時

ま
で
の
己
込
み
）

②
通
、
吊
の
忙
で
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る

　
連

呼
が
、
午
川
九
時
か
ら
ー
後
五
時

　

ま
で
の
問
に
日
っ
て
□
め
ら
れ
ま
す

③
ぜ
苧
運
動
用
の
不
ス
タ
ー
は
芒
庁
管

　
理
委
貝
会
か
し
“
，
肖
し
た
喝
示
場
以
L

　
に
は

ド
！
ハ
で
き
な
い
，
J
と
O
　
G
i
町

　

の
川

、
・
．
1
1
一
　
　
ド
に
ー
　
ケ
川
ノ

一

＝
ニ
フ
ジ
T
r
に
よ
る
○
い
壮
仁
ピ
の
ぼ
、
テ

　
レ

ヒ

に

よ
る
経
歴
敗
己
（
三
回
）
も

　
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以

上
の
点
が
変
っ
て
い
る
外
、
投
票
の

方
法
等
は
征
来

と
全
く
同
村
で
’
不
在

者
投
＝
k
、
代
理
撲
票
等
変
り
あ
り
ま
せ

ん
o

　
次
に
今
回

の

遅
午
に
つ
い
て
新
に
5
6

充
選
午
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す
が
、
そ

の
厩
要

は
次

の
通

り
と
な
っ
て
い
ま
す

寸

当
者
は
s
ず
間
川
内
に
ゴ
が
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

m
字
，
、
費
い
者

　

イ
n
六
p
、
昭
稲
寸
八
S
－
T
’
＝
－
二

　
　
ー
λ
　
川
り
　
ー
‘
　
　
　
／
ー

　
　
　
ー
L
　
日
〃
U
杜
パ
　
ー
f

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ノ
　
リ
　
コ
　
　
　
ぷ
　
　
ベ
　
　
　
　
ヒ

　
ロ
　
バ
W
川
吋
川
川
　
‖
ヌ
　
一
ー
パ
目
ノ

　
　

日
　
日
以
前
か
ら
川
ば
川
に
I
H
仕
’

　
　
す

る
者

○

名
パ
t
酌
兄
領

　

イ
名
薄
成
現
白
H

　
　
昭
和

三
十
八
忙
－
十
一
月
一
日

　

口
　
．
管
録
申
些
1
1
期
間

　
　
旧
和
三
十
八
年
十
一
月
ニ
ー
－
か
ら

　

　

T
1
：
r
九
日
ま
て

　
　
、
　
　
　
　
　
　
｜
　
　
、
＼
　
1
弓
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ー
　
d

　
N
　
－
’
　
’
：
い
　
＋
　
－
り
　
n
t

　
　
ー
　
目
十
二
川
か
・
？
t
　
］
　
＝
T
l
l

．
刻
．
0

　
1
1
名
簿
確
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
に
よ
り
ま
す
o

　
　
昭
和
三
十
八
年

十
一
月
斗
五
日
　
　
　
今
回
審
査
を
受
け
る
裁
判
官
は
九
人

　
尚
登
録
申
請
書
は
、
各
∴
落
の
小
組
　
で
’
投
票
用
紙
に
そ
れ
ら
の
人
の
氏
名

　
合

長
さ
ん
に
お
渡
し
し
て
あ
り
ま
す
　
は
印
刷
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
辞
め

　
‖
最
高
技
判
所
裁
判
官
国
民
審
介
に
　
さ
せ
た
い
叔
判
拍
の
氏
名
の
上
に
「
x
」

　
　
つ
い
て

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回

の
突

牙

号
、
近
与
と
同
W
に
、
尺
　
国
民
審
青
に
つ
い
て
は
代
理
技
票
は
で

薔
方
判
宕
の
国
民
審
査
が
行
な
わ
れ
ま
　
き
ま
せ
ん
が
、
不
什
若
川
、
票
は
審
査
前

す

か
’
こ
れ
は
こ
法
に
よ
り
、
苗
、
叔
寸
1
1
か
ら
、
即
ち
、
寸
一
月
r
一
日
か

判
ら
は
F
命
後
初
め
て
行
な
わ
れ
る
桑
　
ら
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
o

議

昌
選
挙
に
お
い
て
国
民
審
査
を
受
け
　
　
こ
の
担
票
で
は
前
に
も
申
し
た
通
り

ね
ば
な

ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
　
「
x
」
以
咋
の
記
弓
を
書
い
た
も
の
は

ー
　
－
l
　
－
－
－
．
．
t
．
．
＾
　
t
－
、
t
．
　
－
－
l
‘
．
t
．
－
、
，
－
－
、
’
－
t
．
．
、
　
－
i
　
k
．
q
t
－
－
’
・
t
庄
7
、
．
－
・
亀
1
・
P
t
・
、
’
－
t
．
b
i
，
’
・
－
1
・
t
4
－
d
”
°
・
’
～
：
ご
ミ
・
°
、
血
：
ミ
ミ
゜
°
、
ご

　
　
　
　
師
年
、
二
、
三
名
の
カ
々
が
　
し
か
し
先
躯
者
が
な
し
と
げ
た
道
を
、

　
　
　
，
已
Ψ
、
陪
者
と
し
て
’
　
－
E
　
”
’
に
　
よ
り
一
層
の
努
力
と
ば
断
力
、
自
巳
の

　
　
　
あ

る
い
は
北
w
に
渡
っ
て
n
川
　
川
断
と
責
仔
と
を
以
っ
て
切
り
間
き
、

めて求を新天地
な
成
川
、
を
修
め
て
お
ら
れ
ま
す

今

4
1
も
、
そ
の
例
に
も
れ
ず

池
野
の
川
パ
引
．
・
さ
ん
か
、
人

る
、
十
月
二
十
六
日
、
元
気
に

北

上
の
カ
リ
フ
，
ル
ニ
ア
川
同

け
出
発
さ
れ
ま
し
た
。

今

迄
、
通
口
し
て
十
名
全
り
の

方
方
か
渡
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が

す
で
に
二
名
は
三
年
間
の
仁
期

を
中
え
て
イ
っ
て
お
ら
れ
ま
す

r
れ
は
、
L
川
の
俄
界
で
の
牛

活
け
、
こ
と
ぽ
、
そ
の
他
で
耳

に

あ
ま
る
も
の
が
あ
る
と
か
9

し

気
に
三
年
間
の
仔
期
を
終
え
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
I
n
　
o

　
そ

し
て
’
後
輩
爪
米
の
芭
已
を
な
し

新
允
地
を
人
め
る
若
人
の
先
導
者
と
し

て

働
か
れ
る
日
も
そ
う
癌
い
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
o

　
旦
L
ん
な
で
前
・
日
‘
、
7
さ
ん
の
山
±
を

裡
福
し
新
尺
地
の
彼
に
幸
あ
れ
と
r
川
り

た
い
も
の
で
す
。

無
効

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
充
分
注

意
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最

後
に
開
票
で
あ
り
ま
す
が
、
往
来

同

様
ぽ
場
今
轟
室
で
即
日
開
票
の
予
定

で
あ
り
ま
＋
が
、
今
回
は
投
票
時
間
が

午

後
八
睨
ま
で
二
9
5
関
延
長
さ
れ
た
の

で
、
開
票
開
始
時
閻
は
早
く
て
も
九
時

頃
、
迂
く
と
も
r
時
頃
か
ら
に
な
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
参
加
希
唱
の
方

は
予
め
御
不
知
置
下
さ
い
。

　
　
　
　

「
選
乍
管
理
委
員
会
」

㊨

建

設

課

　
口
山
．
、
叉
ほ
コ
ノ
ク
H
ル
に
っ
い
て
は

川
民
の
P
さ
ん
、
ゼ
日
も
こ
－
け
，
様
で

し
た
　
比
日
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
、
入
恨
占
ヒ
本
事
搭
所
ご
白
四
ケ
町

で
次

の

辿
り
の
順
ド
で
一
け
に
な
り
ま

し
た
の
で
公
ぼ
を
以
っ
て
こ
執
告
致
し
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螢漁

櫟

永
寿
会
に
参
加
し
て

1‘　「1

　

人
、
几
そ
世
に
生
を
浸
け
明
り
を
見

た

だ
け
で
消
え
去
る
人
、
「
1
1
F
以
ヒ
に

な
り
尚
元
気
な
人
、
な
ど
多
種
％
甘
で

私
も
七
十
余
年
生
き
の
ひ
ま
し
た
。

　
今

や
身

心

共
に
間
散
で
時
に
苗
心
に

か
え
り
過
去
七
十
年
の
昔
を
思
い
出
し

現

今
の
世
想
と
思
い
く
ら
ぺ
ま
す
と
き

そ
の
芝
転
に
駕
嘆
す
る
次
ぷ
で
あ
り
ま

す
。　

さ
て
仏
が
ヒ
’
八
レ
ー
仙
の
村
の
秣
相

の

一
こ

と
を
申
上
げ
ま
す
と

○
．
字
板
の
先
生
の
数
四
人

　
現
仕

は

○
物
価
　
当
時

　
　
　
　
現
右

○
役
場
の
職
員

　
現
在

O
村
役
場
の
予
算

　
　
　
　
　
四
八
九
〇

円
ヒ
七
銭
四
厘

　
現
在
　
七
四
、
七
七
六
、
六
〇
五
円

以

上
物

に

よ
っ
て
は
二
〇
倍
三
〇
倍
も

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
交
通
、
通
信
の
杁
態
も
屯
と
い

う
も
の
一
台
も
な
く
幻
論
車
適
も
な
く

　
四

五
人

ト
～
フ
I
I
山
ハ
便
口

〃

　
　
V
r
1
五
円

当
時
　
五
人

　
　
五
血

人

　
明
治
三
六
年

巾
の
代
り
に
木
鵬
（
ソ
リ
）
が
あ
っ
た

の
み
引

竹
も
山
り
女
い
近
直
を
通
り
、

現

在
の
よ
う
に
き
ま
っ
た
道
路
は
な
か

っ

た

字
い
の
先
生
が
世
の
中
で
で
き
な

い

こ
と
が
「
東
・
味
へ
の
日
届
り
と
天
に

の
ぼ

る
こ
と
た
け
。
」
と
教
え
ら
れ
ま

し
た
が
現
在
で
は
東
京
へ
の
日
帰
り
は

簡
単
だ
し
、
月
の
世
界
へ
も
行
こ
う
と

い
う
現
状
で
す
。

　
今

や
世
界

の
久
化

の
旦
屏
、
は
め
ざ
ま

し
v
’
人
間
は
ど
ん
ど
ん
自
然
を
征
服

し
躍
丘
し
っ
っ
あ
り
ま
す
。
こ
の
世
の

中
に
生
れ
合
せ
た
こ
と
を
本
当
に
有
難

く
喜
ふ
次
第
で
す
。
凡
人
は
夢
の
う
ち

に
年

『
を
魔
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

さ
て
こ
の
間
に
天
災
、
地
変
の
数
々

田
家
社
会
の
ぼ
劇
、
悲
劇
、
喜
劇
あ
り

私

と
し
て
も
、
当
然
自
び
の
日
せ
し
み

の

m
も
あ
り
、
人
知
れ
ず
涙
を
拭
い
し

日
も
あ
り
ま
し
た
が
’
こ
う
し
て
七
十

年

の

人
生
の
終
着
駅
に
到
着
い
た
し
ま

し
た
。

　

か
え

り
み
れ
ば
こ
の
七
十
年
の
長
い

生

日
の
自
已
の
足
跡
を
ふ
り
か
え
る
と

全
く
加
、
v
5
無
辻
に
ぽ
し
た
る
事
を
円
し
い

ま
す
と
き
’
じ
つ
に
努
力
の
足
ら
さ
り

し
を
歎
く
次
ず
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
や
い

う
い
ろ
の
福
祉
制
度
が
設
け
ら

れ

仏
達
と
し
よ
り
に
も
年
余
の
支
ギ
が

な

さ
れ
私
も
そ
の
因
」
典
に
冷
し
て
い
ま

す
。
ま
こ
と
に
何
と
い
う
有
難
い
世
の

中
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
老
人
福
社
制
度

の

進

展
に
と
も
な
い
、
伐
が
田
代
町
に

も
水
T
会
が
生
れ
、
仏
も
出
席
い
た
し

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
学
枚
時
代
の
旧

力
と
も
訣
笑
し
、
章
心
の
昔
に
帰
り
本

査寡ξ6S「婦人一日衛生監視員」

　

町
内
婦
人
十
三
人
の
方
は

さ
き
ほ
ど
「
一
日
衛
生
監
視

員
」
に
な
っ
て
麓
、
川
原
の

二
地
区
の
旅
館
、
食
堂
、
食

料
品

店
を
見
て
ま
わ
り
ま
し

た
。　

本

町
で

は
、
は
じ
め
て
の

こ

と
で
し
た
が
各
監
視
員
の

致
意
ふ

り
に
保
健
所
の
方
か

ら
、
お
ほ
め
の
言
栗
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

当
に
た
　
　
一
日
で
し
た
。
“
J
か
し
，
　
（
二
面
の
つ
づ
き
）

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　1

は
見
さ
る
　
ー
か
ざ
る
、
　
1
：
わ
さ
る
の
　
ま
す
o

世
の

中
か
現
代
の
ポ
の
問
に
座
し
て
世
　
一
位
　
田
代
町
　
九
七
、

界

の

出
来
事
を
見
聞
す
る
こ
と
が
で
き
　
二
位
　
佐
多
町
　
九
三
、

ま
す
。
仏
匡
人
は
・
の
後
も
如
何
に
三
位
根
占
川
九
三
・

し
て
か
少
し
で
も
t
き
の
ひ
て
、
・
の
厄
位
大
根
占
町
八
九
’

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

i

激
変
す
る
世
界
を
見
た
い
も
の
で
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
i

　

「
年
老

え
ど
後
の
世
界
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　

ま
だ
c
r
n
た
し

　
　
，
雌
く
て
も
よ
し
死
出
の
山
路
は
」
　
一
屑
の
ご
協
力
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　
　
　
　
　

麓

原
ノ
後
亀
抽
’
ま
す
。
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三
〇
点

七
五
点

二
四
点

三

二
占
、

　

以
上
の
通

り
で
県
内
の
分
は
末
発
表

　
で
す
。
来
年
度
は
作
業
上
に
於
て
は
、

表
賞
も
巧
え
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
前

　
　
　
　
　
　
　
　

お
願
い
申
し
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次

に
建
設
課

内
の
あ
ら
ま
し
を
申
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
げ
ま
す
o

レ
川
り
弾
の
採
－
－
も
り
っ
は
な
も
の
で
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
木
係
、
（
湊
原
）
、
耕
地
係
、
（
山
兀
）

た
。
監
視
し
た
こ
と
か
目
巳
研
修
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
道
係
（
ヒ
久
保
）
の
三
係
が
あ
り
、
そ

な
り
き
よ
う
字
ん
だ
こ
と
は
今
後
の
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
そ

れ
の
事
務

を
相
当
し
て
居
り
’
各

人
会
の
会
合
な
ど
で
も
生
活
研
修
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

係
の

事
務
分
等
は
土
木
係
り
で
、
一
般

開

催
、
白
ヒ
に
彼
立
て
た
い
と
の
苗
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
木
普
通
河
川
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
関
係

力
㊤
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で

町
道
及
び
林
道
、
河
川
の
新
設
改
良

　

、
　
‘
　
イ
’
；
　
、
　
～
　
f
　
ふ
災
害
復
旧
工
事
を
な
し
、
府
県
道
、
進

公
明
政
治
は
　
　
（
用
河
川
の
申
甫
達
を
処
理
し
て
居
り

翁
選
挙
か
ら
ご
鷲
竃
舗
竃
パ
肚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〔

道
及
ひ
用
梨
路
の
新
設
改
皇
事
・

誤

る
な

～

こ
の
一
票

、
　
　
　
t
　
　
　
’

1，　●令　・’　、●　‘■　、● ．・，．・，・■t・●●・．●

開
げ
、
開
畑
事
業
、
各
工
事
費
の
趣
資

関
係

を
相
当
し
て
お
り
ま
す
の
で
災
喜

な

ど
が
発
生
し
た
場
へ
口
は
な
る
だ
け
早

く
各
戸
心
処
置
を
す
る
創
に
、
ご
連
絡
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林
業

発

展
の
舗
で
あ
る
造
ぴ
管
“
が

高
ま
っ
て
ま
い
り
造
林
が
拓
血
さ
れ
つ

s
あ
る
こ
と
は
‥
け
来
に
お
け
る
日
業
吹

有
者
の
幸
都
と
繁
入
を
招
く
も
の
と
仁

し
ら
れ
ま
す
。
本
県
で
は
経
済
七
ケ
年

間
司
画
に
件
い
一
咋
年
か
ら
計
画
造
林

の
割
当
が
な
さ
れ
肯
林
休
長
が
つ
く
ら

＃
っ

s
あ
り
ま
す
。
例
年
造
昧
地
の
ト
・

止
地
の
叫

助

川
．
一
は
ヒ
月
か
ら
翌
年
一

月
ま
で
向
積
の
実
態
と
苗
木
の
需
治
を

は
か

る
た
め
造
休
杣
助
申
請
を
取
り
ま

と
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
u

本
町
で
も
ヒ
負
㌦
、
弓
川
㌧
，
、
元
と
し
て

は
67
町

i
の
割
当
で
こ
れ
を
t
或
す
る

た
め

申
パ
弓
1
1
を
い
た
L
・
い
ま
す
。

T
口
p
守
一
口
糺
万
－
人
以
⊥
の
仏
目
を

よ
る
，
人
ぱ
、
で
週
地
適
木
樹
種
の
越
冗
が

＝

I
　
：
Y
で
f
f
、
か
指
導
す
る
樹
種
を
お
近
め

す
る
と
－
ー
ハ
に
所
有
苔
の
林
業
施
業
計
画

を

川
成
し
バ
業
の
芯
興
を
お
屯
め
い
た

し
ま
す
。
仁
年
は
例
ポ
に
見
ら
れ
な
い

造

林
申
請
の
手
続
き
を
早
目
こ

川
川
さ
九
て
お
ら
れ
ろ
森
り
所
有
芦
は

り
け
に
そ
の
ー
’
L
旭
を
凋
∴
し
て
巾
レ
ー
－

書
を
折
出
し
て
下
さ
い
．
、
吋
や
県
で
は

．

’

s
艮
，
田
木
の
亡
止
と
、
吋
り
C
引
ヒ
等
も

な

さ
れ
て
い
ま
す
．
－
い
装
け
仁
ー
目
に

甘
藷
の
こ
く
は
ん
病
の
防
ぎ
方

　
甘
ζ
の
こ
く
は
ん
病
は
、
し
ゅ
う
か

く
日
ち
ょ
ぞ
う
中
に
く
さ
る
の
が
大
半

で
、
毎
年
こ
く
は
ん
病
の
た
め
に
く
さ

る
甘
≒
の
量
は
三
十
五
万
キ
ロ
（
約
六

力
κ

千
弩
）
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ

の
病

気
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
は
、
ち

A
’
七
う
中
に
セ
レ
サ
ノ
石
灰
を
ま
ぶ
し

ご
お
く
と
’
つ
ぼ
の
中
で
は
癒
気
が
ひ

ろ

か

る
こ
と
は
山
W
ま
せ
ん
o

　
ヒ

レ

サ

ン
白
氏
を
使
う
場
ら
口
、
イ
ヤ

4。

人
れ

る
つ
ぼ
の
中
に
こ
レ
サ
ン
可
川
へ

を
、
さ
ん
／
ん
磯
e
ま
い
て
、
そ
の
ー

に

r
t
を
人
れ
ろ
。
r
じ
を
　
日
‥
ノ
、

れ

た
わ
，
そ
の
ー
か
い
ト
レ
サ
∴
川
、

を

さ
ん
ふ
ん
機
で
ま
く
、
こ
の
よ
う
に

し
て
く
り
か
え
し
行
い
ま
す
。

　
使
旧
川
司
甲
は
日
．
，
十
い
、
に
セ
レ
リ
ノ
か
口

灰
．
八
〇
グ
ラ
ム
の
刈
へ
口
で
さ
ん
ふ
し
ま

す
。
モ
ミ
ガ
ラ
を
使
う
と
　
・
ハ
ミ
曽
が

つ
ほ
．
」
入
り
ま
す
の
千
ぱ
わ
二
、
】
ρ
、
か

良
い
よ
う
ρ
、
す
，

　
ス
あ
ま
り
多
く
に
い
ま
寸
と
．
5
、
．
白
か

で
た

り
し
乏
す
の
で
ー
．
，
し
て
下
さ
い

七

レ

サ
／

右
、
ご
－
二
’
＼
0
乏
ぷ
り
か
・
b
七

レ

ナ

ノ

　

、

を

ま
ぷ
し
た
r
七
は
化
ら

す
ρ
、
v
　
っ
て
、
に
ー
セ
り
、
　
h
e
4
！

の

こ
三
・
ご
に
っ
て
ド
さ
い
c
　
　
、

　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
カ
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
ト
　
　
ペ
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
ヤ
ト

　
　
　
・
」
　
　
　
こ
1
　
：
　
＝
　
L
＿

1
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
O，
び
、
．

　
　
　
　
　
　
　
1

枳

こ
由
、
等
か
W
菅
発
生
し
松
己
林
か
県

ご
さ
れ
・
、
パ
所
有
者
の
積
抑
的
な
防
除

と
r
二
い
が
ピ
要
で
あ
り
ま
す
。
国
や
県

で

は
悟
氏
的
な
防
有
を
実
施
す
る
た
め

．

’

“

く
の
γ
口
d
ヒ
か
な
さ
れ
山
町
事
業

自衛隊衛生隊の無料検診おこなわる
　

去
る
、
r
月
六
日
よ
り
’
九

1
1
ま
で
四
日
間
、
能
4
弟
八
師

川

川

牛
．
払
に
よ
り
、
本
川
ハ
、
県

他
区
の
無
料
検
診
を
＝
r
．
／
t
さ
れ

ま
し
た
が
。
坂
川
隊
ね
以
卜
五

禎
に
よ
る
献
時
的
な
診
療
に
対

し
て
尺
尿
他
区
民
は
も
と
よ
り

b
を
ト
ず
て
ー
，
」
、
」
感
激
し
た
g

＿
で
す
。

日
、
・
ジ
、
一
r
ヴ
、
t
Y
　
’
J
と
叩
話
に

わ

て

り
実
セ
さ
れ
ま
し
た
こ
と

は
、
今
ま
で
か
っ
て
な
か
っ
た

こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
肯
名
ご

と
の
ー
　
を
二
、
r
た
　
け
あ
り

M
－
S
J
ん
か
，
、
」
名
バ
巳
－
1
口

を
　
パ
た
ん
々
は
、
川
1
1
と
い

と
し
て
駆
除
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

枳

造
杜
地
の
被
ピ
ロ
は
、
洞
期
に
駆
除
す
る

こ

と
に
よ
り
今
後
の
追
“
に
は
心
配
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
適
地
適
木
を
柚
林

し
経
済
林
業
を
仕
立
林
業
所
得
の
培
増

を

お
上
め

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
倉
休
組
合
　
河
　
　
原

綴
饗
纏
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P
　
　
　
　
　
－

警
護
懸
難
・
．
‥

わ
ず
に
、
き
よ
う
お
医
者
さ
ん
に
見
て

も
ら
い
ま
し
士
う
o

そ
し
て
、
病
叩
＼
を
［
バ
し
、
明
る
い
牛

川
を
げ
み
た
い
も
の
で
す
o

　
　
（
三
面
よ
り
）

下
さ
い
。

　

次

に
ブ

ル

ト
ー
ザ
ー
の
仮
川
レ
日
に
つ

い
て

お
願
い

巾
L
上
げ
ま
す
。
毎
年
年

末
に
申
込
を
取
っ
て
い
ま
す
が
、
後
か

ら
申
込
み
が
あ
り
配
車
上
支
村
を
き
た

し
て
い
ま
す
の
で
、
な
る
た
け
川
込
み

・

を

取
っ
た
時
に
申
込
み
F
ざ
る
よ
う
’

お
願
い
串
し
上
げ
ま
す
。

～
　

以

上
、
建
投
訳
内
の
案
内
と
お
願
い

を

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
よ

，

う
し
く
お
願
い
印
し
ヒ
げ
ま
す
。

来

月
よ
り
声
の
ポ
ス
ト
を

　
　
　
　
　

設

　
け
　
ま

す

　
川
当
局
に
対
し
て
’
皆
さ
ん
が
い
い

た

い
こ

と
’
聞
き
た
い
こ
と
、
戊
い
は

建
．
“
的
な
迫
見
　
町
民
に
い
え
た
い
こ

と
な
ど
、
町
政
　
お
よ
ひ
肛
民
の
た
め

に
な
る
告
さ
ん
の
声
を
’
ど
し
ど
し
、

こ
の
・
1
1
の
ボ
ス
ー
に
ご
挺
稿
ヒ
さ
L
。

ポ

ス

ト
は
民
生
ぷ
、
住
所
、
氏
名
を
明

記
し
て
ふ
る
っ
て
こ
．
〃
、
’
い
ト
さ
い
。

　
肖
．
授
書
は
で
き
る
た
け
司
凡
す
る
予

定
で
す
が
、
ぷ
血
い
問
声
で
川
伐
で
き

な
い
巧
合
は
、
パ
川
に
⑳
す
る
ン
亙
で

す
。

y
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が 上
映

十　一卜

口　　日

LLI

下
郷
之
原

十　十
四　二．

日　日

九　七

li　日 　itと

中　⊃　己　下
　　　　　　　　画
に　山

K　｛el
　　　　llu

十　八　り

H　口　の　動

目

＿lbl‘Il■■

結核検診をかえりみて
　去る91j2Hよ0　9．　T」23，1までの間町内の斜じ

fくヴを1一しました拾「：后の小：出↑長、婦人会

）、・ト多烈の㌦々の償1陥JJをv．Lて1、のような良

い成　て戸；’をi’”’りました。

　今侯も江民、　，1のたa’）］［・1－「日のピ戸」をll弓わる

よう已1］1、・します。
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＝今月の納税＝
健康保険税の第三期納期です


